
 

 

 

 
 

 

 

 
 

中国の自動運転業界、一体何がすごいのか？ 
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日産出行/文遠知行（WeRide） 

小馬智行（Pony.ai） 

酷哇科技（COWA） 

蘿蔔快跑（百度 Apollo Go） 

華為 ICV ソリューション展示庁 

上海蔚来汽車（NIO） 

Momenta 

国家 ICV（武漢）測試示範区 

日本市場への展開については、現在の

技術で即座に対応可能。「左折」時の対

向車との間合いもスムース。 

Pony.ai も華為の MDC （CPU）を買

っている。 「車をつくりたい他社」を

応援。4 社とは車の設計段階から入

り込み、うち 1 社はベストセラーに。 

無人道路清掃車を上海市で運行中。そ

の技術を乗用車にも適用。レーダーで

はなくテスラ同様カメラのみで走行。 

たとえ赤字でも、車づくりよりもま

ず、バッテリー交換ネットワークを

構築してユーザーに安心を。全て自

己資本で、全国 2,700 以上の交換ス

テーションを設置済み。 

街自体がスマートシティ。蘇州市が全

面協力して実証実験を積み重ねる。24

年 12 月から商用運行サービスも開

始。 

地図に依存しない自動運転ソリュー

ション。ものづくりは諦め、完成車メ

ーカーとオープンマインドで提携。 

最先端 EV 開発と共に、安全性に係

わる実証試験が繰り返され、膨大な

情報がここ武漢に集約されている。 

人口 1,377 万人の武漢市では、1/3 の

エリアでロボタクが往来。App 経由で

の使用実績は延べ 700 万回※。補助員

も同乗せず、遠隔地からモニタリング

する商業運行。※ 22 年 9 月～24 年 7 月末 

 

◆ 本ミッションの報告書には、日本の
自動運転産業、自動車産業への示唆
が詰まっていて、プライスレスな大
きな価値を持っていると思う。もう
一度ミッションがあれば、また必ず
参加したい。 
 

◆ 事故発生時の法整備が今後の商用
化への大きな障壁である点を深く
理解。一方、それが未整備のままで
の商用化は流石中国と驚き。 

◆ 各訪問先では、どの企業からも大変
透明度が高い説明を受けられ、自動
運転分野における今後の研究にも
貴重なインスピレーションを得る
ことができた。 
 

◆ 各社厳しい競争下でプラットフォ
ーマー化への野心が分かり大変参
考になった。一部展示パネルで説明
を受けた訪問先に関しては、実車試
乗・工場見学もしてみたい。 

◆ 次はもう少し交通量の多い市街地
で試乗できると社会実装のリア
ル、街中でどの程度のレベルで自
動運転が実現されているかなどを
知れてありがたい。（以前の試乗機
会に少々危険なシーンに遭遇した
こともあり、安全面との兼ね合い
が難しいことも理解する） 

参 加 者 か ら 生 の 声 


